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令
和
三
年
辛
丑
（
か
の
と
う
し
）
歳
、
皇
紀
二
六
八
一

年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
皇
室
の
彌
栄
、
日
本
国
の
安
全
、

世
界
の
平
和
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
御
代
替
の
御
大
禮
の
儀
は
意
義
深
く
全
て
修
め

ら
れ
、
更
に
立
皇
嗣
の
礼
も
令
和
二
年
十
一
月
八
日
に
挙

行
さ
れ
慶
賀
の
誠
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
病
禍
が
起
こ

り
、
神
社
の
参
拝
の
心
得
、
祭
祀
の
自
粛
縮
小
な
ど
多
大

な
影
響
を
受
け
、
こ
の
病
禍
の
終
息
に
は
時
間
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
先
祖
、
先
人
達
は
こ
れ
よ
り
も
大
き

な
災
害
や
病
禍
を
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

　

我
々
神
社
に
関
す
る
者
は
一
日
も
早
い
終
息
を
一
途
に

神
に
祈
り
、
氏
子
社
会
に
奉
仕
し
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

県
神
社
庁
新
庁
舎
氏
子
会
館
の
建
設
に
向
け
て
募
財

活
動
も
始
ま
り
、
今
年
は
土
地
取
得
確
定
の
年
と
な
り
ま

す
。
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
と
今
上
陛
下
の
御
健
勝
、
県
下
神

社
御
社
頭
の
益
々
の
御
隆
昌
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

延
期
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
立
皇
嗣
の
礼
は
皇
居
内
宮
殿

に
於
い
て
国
の
儀
式
と
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
大

変
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
恙
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
初
め
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
国

内
外
に
感
染
拡
大
致
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

下
火
に
な
っ
た
頃
も
あ
り
ま
し
た
が
、
再
び
感
染
者
が
増

加
し
、
所
謂
第
二
波
の
状
態
で
来
て
お
り
、
感
染
拡
大
に

伴
い
、
昨
年
の
諸
会
議
・
諸
行
事
等
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
に
収
束
の
兆

し
が
見
え
ず
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
様
な
時
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
情
に
応
じ
た
感
染
予

防
対
策
を
と
り
な
が
ら
我
々
神
社
関
係
者
一
同
が
心
を
一

つ
に
、
益
々
御
社
頭
の
御
神
徳
の
宣
揚
、
祈
り
を
捧
げ
、

こ
の
時
勢
に
打
ち
克
ち
、
日
本
人
古
来
の
心
を
よ
り
一
層

醸
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
に
は
ご
健
康
に
御
留
意
下
さ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立

ち
場
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い
致
し

ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
御
挨
拶	

長
野
県
神
社
総
代
会
　
会
長�

藤
村
　
吉
彦

年	

頭	

の	

辞	

長
野
県
神
社
庁
　
庁
長�

宇
治
橋
　
淳
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日�
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特
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員
会
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日�

総
代
会
役
員
会

六
日�

監
査
会

十
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神
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麻
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頒
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常
任
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員
会

十
三
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理
事
会

十
三
日�

人
事
諮
問
委
員
会

十
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兼
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祭
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研
修
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六
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神
政
連
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役
員
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初
任
神
職
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修
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期
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四
日�

辞
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伝
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日�

総
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会
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�
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九
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一
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月
次
祭

六
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辞
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伝
達
式

六
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庁
舎
氏
子
会
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建
設
特
別
委
員
会

六
日�

理
事
会

九
日�

�

神
宮
大
麻
暦

�

頒
布
始
奉
告
祭

十
九
日�

教
化
部
教
化
委
員
会

二
三
日�

�

神
社
本
庁

�

定
例
評
議
員
会

二
七
日�

�

第
七
十
五
回

�

長
野
県
神
社
庁
・

�

長
野
県
神
社
総
代
会

�

連
合
大
会

�

於　

神
社
庁
講
堂

一
日�

月
次
祭

四
日�

県
内
紅
葉
会
懇
話
会

�

於　

ホ
テ
ル
国
際
21

十
二
日�

教
化
部
役
員
会

十
二
日�

庁
報
編
集
委
員
会

十
六
日�

東
海
五
県
神
社
庁
庁
長
参
事
会

�

於　

愛
知
県
名
古
屋
市

十
八
日�

監
査
会

十
月

十
一
月

九
月

八
月
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本
年
の
連
合
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
て
、
規
模
を
縮
小
し

て
十
月
二
十
七
日
に
長
野
県
神
社
庁
神
殿
の

大
前
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
治
橋
庁
長
よ
り
は
挨
拶
に
て
「
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
各
神
社
も
大
変
な
状
況
で
あ

る
が
、
我
々
神
社
関
係
者
は
、
ひ
た
す
ら
に

神
明
に
祈
る
こ
と

が
使
命
で
あ
り
、

粛
々
と
奉
仕
を
継

続
す
る
事
が
大
切

で
あ
る
。
改
め
て

神
社
を
今
日
ま
で

護
持
し
て
き
た
過

去
の
先
人
た
ち
の

歩
み
を
顧
み
て
県

内
関
係
者
が
互
い

に
手
を
取
り
合
い

厳
し
い
時
局
に
対

処
し
て
参
り
た
い
」

と
呼
び
か
け
、
続
い
て
藤
村
総
代
会
長
よ
り

も
「
人
口
の
減
少
や
地
方
に
於
け
る
過
疎
化

の
進
行
に
加
え
今
日
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
な
ど
、
変
化
の
著
し
い
社
会
情
勢

下
に
て
自
国
へ
の
愛
情
を
育
む
に
は
最
も
身

近
な
共
同
体
と
な
る
地
域
社
会
か
ら
の
働
き

か
け
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
ま
す
。
神
社
は
古
来
よ

り
地
域
社
会
結
束
の
中
心

と
な
っ
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
各
地
域
の
総
代
の
皆

様
に
は
指
導
的
な
立
場
に

て
氏
子
各
位
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び

か
け
聖
寿
万
歳
を
以
て
大

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
連
合
大
会
は
神

社
庁
役
員
及
び
支
部
長
と

神
社
総
代
会
役
員
と
支
会

長
に
絞
っ
て
の
開
催
で
し

た
の
で
本
紙
に
て
本
年
の

表
彰
者
の
お
名
前
を
記

し
、
御
功
績
を
称
え
た
い

と
存
じ
ま
す
。

第
七
十
五
回
長
野
県
神
社
庁

長
野
県
神
社
総
代
会
連
合
大
会 

◎
長
野
県
神
社
庁
定
例
表
彰

　
神
職
の
部

　
　

諏
訪
神
社
宮
司�

金
井　

重
恭�

北
佐
久
支
部

　
　

御
射
山
三
社
祢
宜�

唐
沢　

光
忠�

上
伊
那
支
部

　
　

若
一
王
子
神
社
権
祢
宜�

室
川　
　

東�

大
北
支
部

　
　

戸
隠
神
社
宮
司�

水
野　

邦
樹�

上
水
内
支
部

　
　

諏
訪
神
社
宮
司�

久
山　

勝
彦�

長
野
支
部

　
　

伊
勢
社
宮
司�

辻　
　

明
紀�

長
野
支
部

　
総
代
の
部

　
　

皇
大
神
社
総
代
会
長�

小
林　

三
男�

南
佐
久
支
会

　
　

皇
大
神
社
総
代�

石
山　

佳
克�

南
佐
久
支
会

　
　

諏
訪
社
総
代
長�

山
浦　

康
男�

北
佐
久
支
会

　
　

大
星
神
社
総
代�

山
口　

好
美�

上
小
支
会

　
　

津
嶋
神
社
相
談
役�

熊
﨑　

定
男�

岡
谷
市
支
会

　
　

正
八
幡
宮
総
代�

杉
村　

彰
則�

岡
谷
市
支
会

　
　

大
御
食
神
社
総
代
会
長�

新
井　

亮
男�

上
伊
那
支
会

　
　

冨
士
山
稲
荷
神
社
総
代
長

�

高
本　

陸
男�

飯
田
市
支
会

　
　

諏
訪
神
社
責
任
役
員�

青
木　

悦
雄�

松
塩
筑
支
会

　
　

穗
髙
神
社
氏
子
総
代�

相
澤　

幸
安�

南
安
曇
支
会

　
　

若
一
王
子
神
社
責
任
役
員

�

吉
澤　

哲
郎�

大
北
支
会

　
　

若
一
王
子
神
社
監
事�

要
野　

榮
宏�

大
北
支
会

　
　

湯
澤
神
社
責
任
役
員�

森　
　

宜
夫�

中
高
支
会

　
　

武
部
八
幡
宮
名
誉
総
代�

宮
林　

晨
晴�

上
水
内
支
会

　
　

木
留
神
社
責
任
役
員�

岡
宮
喜
三
男�

長
野
支
会

　
氏
子
崇
敬
者
の
部

　
　

小
内
八
幡
神
社
氏
子�

髙
見
澤
史
人�

中
高
支
会

　
　

小
内
八
幡
神
社
氏
子�

永
井　

雅
文�

中
高
支
会

�

（
敬
称
略
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

〜
神
社
本
庁
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
〜

〜
神
社
本
庁
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
〜

　

令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
て
、
祭
典
を
始
め
と
す
る
神
社
の
諸
活

動
に
も
大
変
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

神
社
本
庁
に
お
い
て
も
神
社
に
お
け
る
感

染
症
予
防
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
凡
そ

以
下
の
通
り
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
こ
ち
ら

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
始
め
境
内
で
掲
示
で
き

る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど
も
神
社
本
庁
に
て
作

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
を
活
用
頂

き
ま
し
て
、
年
末
年
始
へ
の
御
対
応
を
お
取

り
進
め
願
い
ま
す
。

一
、
基
本
的
な
考
え
方

　
　

①
「
三
密
」
の
回
避

　
　

②
こ
ま
め
な
換
気
の
実
施

　
　

③
消
毒
の
実
施

　

こ
れ
ら
の
基
本
事
項
を
基
に
具
体
的
な
対

応
案
と
し
て
、

・�

行
列
が
発
生
す
る
場
所
に
は
足
元
に
目
印

を
付
け
最
低
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
取
れ

る
よ
う
努
め
、
境
内
で
の
一
方
通
行
の
実

施
な
ど
で
境
内
の
混
雑
を
防
ぐ
。

・�
屋
内
で
は
一
定
時
間
毎
に
窓
を
二
箇
所
以

上
開
け
換
気
を
実
施
す
る

・�

受
付
や
授
与
所
な
ど
参
拝
者
と
対
面
す
る

場
所
で
は
ア
ク
リ
ル
板
や
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー

テ
ン
な
ど
で
遮
断
し
飛
沫
感
染
を
防
止
す

る
。

・�

授
与
所
や
待
合
所
に
消
毒
液
を
設
置
し
、

手
水
又
は
お
み
く
じ
、
受
付
票
記
入
の
際

な
ど
参
拝
者
に
手
指
の
消
毒
を
呼
び
か
け

る
。

　

柄
杓
や
鈴
緒
を
一
時
的
に
撤
去
し
手
水
は

流
水
に
て
行
い
、
賽
銭
箱
も
臨
時
に
複
数
設

置
す
る
な
ど
も
検
討
。

柄杓を用いない手水の一例（戸隠神社）
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・��

マ
ス
ク
着
用
や
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
場

合
は
参
拝
を
控
え
る
な
ど
の
感
染
予
防
対

策
を
参
拝
者
自
身
で
行
う
よ
う
呼
び
か
け

る
看
板
や
張
り
紙
を
掲
示
す
る
。

　

神
社
に
よ
っ
て
は
社
殿
や
境
内
の
状
況
に

て
、
こ
れ
ら
の
対
応
が
実
施
困
難
で
あ
る
場

合
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
マ
ス
ク
の
着
用
の

徹
底
や
会
話
の
制
限
、
こ
ま
め
な
消
毒
と
換

気
に
よ
っ
て
感
染
リ
ス
ク
を
各
段
に
低
く
抑

え
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま

す
。
御
社
頭
の
状
況
に
応
じ
て
適
宜
ご
判
断

の
上
対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
神
社
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
来
賓

や
参
列
者
の
縮
小
や
挨
拶
の
短
縮
や
直
会

に
つ
い
て
も
料
理
の
持
ち
帰
り
の
対
応
を

す
る
な
ど
祭
祀
の
本
義
を
損
な
わ
な
い
範

囲
で
工
夫
し
実
施
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

感
染
を
恐
れ
る
あ
ま
り
神
社
で
の
祭
典
そ

の
も
の
を
取
り
止
め
て
し
ま
う
こ
と
は
相
応

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
人
達
も
大
き
な
疫
病
が
発
生
し
た
際

は
、
よ
り
盛
大
に
祭
祀
を
行
い
、
御
祭
神

に
鎮
静
化
を
祈
願
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
項
を
御
参
考
に
氏
子
総
代
を

始
め
御
関
係
の
方
々
と
充
分
御
協
議
を
頂
き

合
意
を
得
た
上
で
お
取
り
進
め
頂
き
ま
す
様

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

掲
載
し
て
お
り
ま
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
詳

細
や
境
内
掲
示
用
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
神
社

本
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コロナ対策
ガイドライン

コロナ対策
ピクトグラム

　
神
社
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
全
文
に
つ
い

て
は
左
の
神
社
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
社
頭
で
の
対
策
と
し
て
参
拝
者

へ
の
注
意
事
項
を
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
て

作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
こ
れ
ら
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
御
参

考
い
た
だ
き
、
御
社
頭
の
状
況
に
応
じ

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

神　　　　　州 （132号）令和３年１月１日（6）
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自
然
災
害
か
ら
の
復
興
事
業
に
つ
い
て

自
然
災
害
か
ら
の
復
興
事
業
に
つ
い
て

〜
神
社
本
庁
の
復
興
諸
制
度
の
活
用
事
例
〜

〜
神
社
本
庁
の
復
興
諸
制
度
の
活
用
事
例
〜

　

令
和
元
年
十
月
十
二
日
の
台
風
十
九
号
で

は
、
全
国
各
地
に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら

し
、
長
野
県
内
に
お
い
て
も
報
告
が
さ
れ
て

い
る
二
十
六
社
の
お
社
で
被
害
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
致
し

ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
報
告
を
一
読
い
た
だ

き
、
ご
参
考
に
し
て
頂
け
た
ら
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

　

私
が
宮
司
を

務
め
る
、
中
野

市
草
間
鎮
座

（
下
高
井
支
部
）

日
和
山
神
社
の

石
垣
は
、
昭
和

十
五
年
改
築
工

事
を
行
い
、

八
十
年
の
長
き

あ
い
だ
、
神
社
を
支
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

台
風
十
九
号
災
害
の
少
し
前
、
令
和
元
年

七
月
二
十
八
日
早
朝
、
連
続
し
た
降
雨
に
よ

り
神
社
の
石
垣
が
崩
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
に
は
、
氏
子
数
二
五
〇
戸
の
協
力
無

く
し
て
は
叶
わ
な
い
た
め
、
氏
子
総
代
並
び

に
神
社
世
話
人
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
神
社
本
庁
災
害
対
策
資
金

を
活
用
し
、
石
工
に
よ
る
手
積
み
か
ら
「
箱

型
擁
壁
工
法
」
と
い
う
現
代
の
工
法
に
よ
り

進
め
る
こ
と
に
決
定
し
、
長
野
県
神
社
庁
に

申
請
の
確
認
に
赴
き

ま
し
た
。

　

神
社
本
庁
で
は
、

規
定
を
設
け
て
お

り
、
災
害
の
程
度
・

状
況
か
ら
、
判
断
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
当
時

の
降
雨
状
況
、
被
害

の
写
真
、
新
聞
掲
載
状
況
、
神
社
決
算
書
過

去
五
年
分
の
財
政
状
況
の
各
状
況
を
報
告
書

と
し
て
ま
と
め
、
境
内
が
模
様
替
え
さ
れ
る

こ
と
へ
の
承
認
申
請
な
ど
、
各
種
届
出
な
ど

の
進
達
を
経
て
、
令
和
二
年
七
月
十
六
日
神

社
本
庁
の
財
政
審
議
会
に
て
復
旧
費
用
と
し

て
「
一
一
〇
〇
万
円
」
を
一
〇
年
間
無
利
息

で
毎
年
一
一
〇
万
円
の
返
済
で
借
入
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

新
た
な
石
垣
は
五
段
組
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
擁
壁
と
な
っ
て
お
り
、
裏
込
め
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
は
な
く
単
粒
砕
石
を
使
用
す
る

こ
と
で
排
水
性
と
耐
震
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
竣
工
奉
告
祭
も
終
わ
り
、
地
元

ロ
ー
カ
ル
新
聞
掲
載
、
神
社
新
報
社
に
も
関

連
記
事
の
送
付
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

重
ね
て
、
こ
の

報
告
が
被
災
神
社

の
参
考
に
成
り
、

復
興
の
一
助
と
成

り
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
報

告
と
致
し
ま
す
。

～
神
社
本
庁
災
害
対
策
資
金
の
活
用
～

庁
報
編
集
委
員　

片
山　

求

①…
活
用
し
、
→
石
工
に
よ
る
手
積
み
か
ら
「
箱
型
擁
壁
工
法
」

と
い
ふ
現
代
の
工
法
に
よ
り
→
進
め

る
…
赴
き
ま
し
た
。

②
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自
然
災
害
の
発
生
に
つ
い
て
は
今
後
も
多

く
想
定
さ
れ
、
日
頃
よ
り
各
神
社
が
主
体
的

に
役
員
・
総
代
等
と
共
に
、
災
害
発
生
を
見

据
え
た
事
前
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

現
在
神
社
本
庁
で
は
事
前
に
協
議
検
討
し

て
お
く
べ
き
内
容
を
凡
そ
以
下
の
通
り
示
し

て
お
り
ま
す
。

　
①�

総
代
な
ど
を
交
へ
た
境
内
施
設
の
状
況
の

確
認
及
び
必
要
に
応
じ
た
修
理
等
の
検
討

　
②�
不
測
の
事
態
を
見
据
え
た
資
金
積
立
等
の
検
討

　

被
害
発
生
の
際
は
報
告
書
の
提
出
と
な

り
、
災
害
発
生
時
の
記
録
（
写
真
・
新
聞
記

事
な
ど
）
及
び
復
旧
工
事
見
積
書
の
添
付
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
報
告
書
に
基
づ
き
被
災
規
模
に

応
じ
て
見
舞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
報
告
書
提
出
に
は
期
限
が
あ
り
、

災
害
発
生
時
よ
り
三
ヶ
月
以
内
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
制
度
に
は
以
下
の
も
の
が
御
座

い
ま
す
。

①
神
社
復
興
支
援
金
の
交
付

　

風
水
害
、
地
震
、
落
雷
に
よ
る
火
災
、
津

波
等
の
天
災
に
よ
り
本
殿
（
拝
殿
や
摂
末
社

は
不
可
）
の
滅
失
し
た
神
社
に
対
し

一
〇
〇
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
支
援
金
の
交
付
申
請
に
は
被
災
報

告
書
の
提
出
と
五
年
以
内
の
再
建
工
事
計
画

が
確
定
し
て
い
る
神
社
に
限
ら
れ
ま
す
。

②
災
害
対
策
資
金
貸
付

　

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
建
物
や
境
内

の
復
旧
工
事
や
災
害
予
防
処
置
な
ど
の
経
費

と
し
て
一
社
三
〇
〇
〇
万
円
を
上
限
に
申
請

内
容
に
基
づ
き
貸
付
を
行
う
制
度
で
す
。

　

基
本
的
に
無
利
息
に
て
神
社
へ
貸
付
さ
れ

ま
す
が
、
申
請
に
は
連
帯
保
証
人
（
宮
司
及

び
責
任
役
員
）
の
承
諾
書
や
返
済
資
金
の
財

源
を
示
す
書
類
等
の
提
出
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

以
上
の
制
度
に
つ
い
て
、
活
用
を
ご
希
望

の
際
は
長
野
県
神
社
庁
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

被
災
神
社
へ
の
諸
制
度
の
紹
介

神　　　　　州 （132号）令和３年１月１日（9）



　

中
社
大
鳥
居
は
、
江
戸
時
代
中
頃
に
描
か

れ
た
古
絵
図
や
、
松
代
藩
伝
来
の
「
戸
隠
山

祭
礼
図
巻
」
の
中
で
柱
松
行
事
が
行
わ
れ
て

い
る
処
に
朱
塗
り
の
明
神
鳥
居
と
し
て
鮮
や

か
に
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
十
四
年
に
は
神
明
鳥
居
に

建
替
え
ら
れ
た
後
、
昭
和
十
一
年
に
は
、
当

社
奥
社
の
社
叢

の
杉
を
使
用
し

昭
和
の
明
神
鳥

居
と
し
て
再
建

さ
れ
ま
し
た
。

八
十
年
余
り
の

風
雪
に
よ
り
腐

朽
が
見
ら
れ
る

様
に
な
り
、
此

の
度
の
御
代
替

り
及
び
令
和
三
年
式
年
大
祭
記
念
事
業
と
し

て
、
建
替
え
工
事
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
設
計
は
、
地
元
戸
隠
の
神
職

で
も
あ
る
宮
川
和
工
設
計
士
に
依
頼
し
、
そ

の
工
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
方

に
作
業
の
様
子
を
ご
覧
頂
け
る
よ
う
に
鳥
居

前
の
広
庭
に
て
、
鉋
か
ん
な
掛
け
体
験
会
や
戸
隠
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
で
の
作
業
状
況
の
配
信
を
致
し

ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
よ
り
大
き
な
関

心
を
寄
せ
て
頂

け
た
こ
と
も
あ

り
九
月
一
日
の

立
柱
の
日
に

は
、
多
く
の
方

が
見
守
る
中
大

鳥
居
を
ク
レ
ー

ン
で
吊
り
上
げ

建
て
ら
れ
た
際

に
は
、
大
き
な

拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
大

神
様
の
大
い
な
る
御
加
護
の
も
と
無
事
荘
厳

な
る
大
鳥
居
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
秋
晴
れ
の
中
、
中
社
大
鳥
居

建
替
え
工
事
竣
功
祭
が
、当
神
社
責
任
役
員・

聚
長
並
び
に
工
事
関
係
者
参
列
の
も
と
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

竣
功
祭
で
は
工
匠
式
と
し
て
振
幣
の
儀
・

槌
打
の
儀
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
当
神
社
に
伝

承
さ
れ
る
太
々
神
楽
よ
り
随
身
の
舞
を
奉
奏

し
、
舞
の
最
後
に
鏑
矢
を
放
ち
、
鳥
居
を
清

め
る
儀
式
の
後
、
参
列
者
全
員
で
潜
り
初
め

を
し
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

清
明 

〜
令
和
の
岩
戸
開
き
〜

令
和
三
年

　戸
隠
神
社
式
年
大
祭

戸
隠
神
社
中
社
大
鳥
居
と
式
年
大
祭

�
戸
隠
神
社　

宮
司　

水
野
邦
樹
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直
会
の
席
に
て
、
本
工
事
を
担
当
し
た
村

上
棟
梁
よ
り
「
こ
の
大
鳥
居
は
工
事
関
係
者

は
元
よ
り
、
鉋
か
ん
な
掛
け
等
で
携
わ
っ
た
多
く
の

方
々
の
手
と
熱
い
想
い
に
よ
り
、
出
来
上

が
っ
た
大
鳥
居
で
す
」
と
の
御
挨
拶
に
、
私

達
も
正
に
同
感
の
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
大
鳥
居
建
替
工
事
に
携
わ
っ
て
頂

き
ま
し
た
全
て
の
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
中
社
大
鳥
居
竣
功
祭
を
令
和

三
年
式
年
大
祭
の
前
年
祭
と
し
、
各
種
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
参
り
ま
す
。

　

式
年
大
祭
は
、
七
年
に
一
度
行
わ
れ
る
当

神
社
最
大
の
祭
事
で
、
そ
の
主
行
事
は
宝
光

社
に
鎮
ま
り
ま
す
御
祭
神
を
中
社
に
奉
遷
す

る
「
渡
御
の
儀
」
と
、
中
社
か
ら
お
戻
り
に

な
る
「
還
御
の
儀
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は

御
神
輿
で
お
遷
り
戴
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
度
の
式
年
大
祭
で
は
、
新
た
に
御
鳳
輦
を

調
製
し
執
り
行
う
事
と
成
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
太
々
神
楽
（
県
無
形
民
俗
文

化
財
）・
御
神
座
回
廊
・
離
山
仏
里
帰
り
拝
観
・

御
印
文
拝
戴
等
の
行
事
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
祭
中
に
斎
行
さ
れ
る
当
神
社
の
太
々
神

楽
の
主
た
る
舞
に
「
岩
戸
開
き
の
舞
」
が
あ

り
、
天
手
力
雄
命
が
岩
戸
を
開
か
れ
た
時
に

「
天
晴
れ
、
天
晴
れ
、
あ
な
面
白
、
あ
な
手

伸
し
、
あ
な
清
明
お
け
」
と
申
し
上
げ
、
清

ら
か
で
明
る
い
、
爽
や
か
な
世
界
に
戻
ら
れ

た
こ
と
を
喜
ば
れ
る
一
節
が
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
三
年

◉
五
月
九
日

【
御
鳳
輦
行
列
】

渡

御

の

儀

◉
五
月
二
十
三
日

【
御
鳳
輦
行
列
】

還

御

の

儀

◉
期
間
中
毎
日
催
行

特

別

祈

祷

◉
期
間
中
連
日
献
奏

太

々

神

楽

◉
期
間
中
毎
日
催
行

特

別

朝

拝

◉
期
間
中
連
日
受
付

離
山
仏
里
帰
り
拝
観

御
神
座
回
廊

御
印
文
拝
戴

◉
七
月
十
一
日

柱

松

神

事

式年大祭の
詳細については
こちらをご覧下さい

戸隠神社
ホームページ
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今
の
世
の
中
が
こ
の
様
に
な
る
事
を
祈
願

し
、
こ
の
度
の
式
年
大
祭
を
「
清さ
や
け明
～
令
和

の
岩
戸
開
き
～
」
と
銘
打
ち
、
令
和
三
年
四

月
二
十
五
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で
斎
行

い
た
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
、
戸
隠
神
社
の
象
徴
と
も
言
え

る
中
社
の
大
鳥
居
が
八
十
四
年
ぶ
り
に
建
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事
を
時
系
列
に

沿
っ
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

旧
大
鳥
居
は
昭
和
十
一
年
九
月
二
十
五
日

に
竣
功
祭
よ
り
八
十
年
以
上
の
経
年
に
て
、

今
後
の
強
風
や
地
震
で
の
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
秋
に
鳥
居
の
建
替

え
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
令
和
元
年
十
月
三
十
日
の
既
存
大

鳥
居
の
実
測
調
査
か
ら
始
め
、
翌
令
和
二
年

　

一
月
二
十
二
日
に
は
奈
良
県
天
理
市
の
佐

藤
木
材
（
株
）
に
て
仮
製
材
を
行
い
御
用
材

を
決
定
を
経
て
、
各
部
材
の
寸
法
や
反
り
形

状
を
確
定
し
、
木
取
り
・
墨
付
け
・
本
製
材

を
行
い
、
四
面
を
大
き
な
帯
ノ
コ
で
挽
き
、

柱
を
八
角
ま
で
製
材
す
る
な
ど
、
神
社
へ
の

運
搬
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
八
日
に
は
水
野
宮
司
様
と
責
任

役
員
の
皆
様
に
奈
良
県
ま
で
お
越
し
頂
き

「
御
用
材
釿
始
祭
」
を
斎
行
、
翌
月
の
三
月

二
十
七
日
に
既
存
鳥
居
の
解
体
清
祓
式
を
行

い
、
四
月
十
五
日
に
は
多
く
の
方
に
見
守
ら

れ
る
中
で
今
日
ま
で
神
社
を
お
守
り
頂
き
ま

し
た
旧
鳥
居
を
解
体
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
奈
良
県
よ
り
搬
入
し
ま
し
た
御

用
材
の
鉋
か
ん
な
掛
け
等
の
作
業
を
進
め
、
い
よ
い

よ
九
月
一
日
か
ら
二
日
に
か
け
て
立
柱
と
な

り
、
重
量
十
五
ト
ン
の
新
た
な
鳥
居
は
ク

レ
ー
ン
に
て
吊
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

立
柱
後
も
引
き
続
き
、
屋
根
銅
板
張
り
や

金
具
、
礎
石
の
取
付
が
行
わ
れ
令
和
二
年

十
一
月
一
日
に
竣
功
祭
の
斎
行
と
な
り
ま
し

た
。

令和三年戸隠神社式年大祭奉賛会／一般社団法人戸隠観光協会

戸
隠
神
社
中
社
大
鳥
居
建
替
工
事

　
　

日
本
伝
統
建
築
事
務
所

　
　

矢�

本�

八�

幡�

宮�

宮�

司　

宮
川
和
工
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令
和
二
年
十
月
九
日
、
神
社
庁
神
殿
に
於

い
て
神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭
を
斎
行
。
左

記
の
頒
布
優
秀
支
部
及
び
優
良
頒
布
奉
仕
者

に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
た
。�

（
敬
称
略
）

◎
頒
布
優
良
特
別
表
彰

　
　
　

穗
髙
神
社
宮
司　
　

穗
髙
光
雄�

南
安
曇
支
部

◎
神
宮
大
宮
司
表
彰

　

・
頒
布
優
秀
支
部�
　

北
佐
久
支
部

�
更
級
支
部

　

・
頒
布
優
良
奉
仕
者

　
　
　

諏
訪
護
國
神
社
権
祢
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
正
彦�

諏
訪
支
部

　
　
　

有
明
山
神
社
祢
宜　

須
澤
清
昭�

南
安
曇
支
部

　
　
　

武
水
別
神
社
宮
司　

堀
内
潔
人�

更
級
支
部

　
　
　

小
川
八
幡
宮
宮
司　

高
山
吉
富�

上
水
内
支
部

　
　
　

湯
福
神
社
宮
司　
　

齋
藤
安
彦�

長
野
支
部

　
　
　
平
賀
神
社
総
代
会
長　

高
橋　

登�

南
佐
久
支
会

　
　
　
中
牧
神
社
氏
子
総
代
長　

細
尾
恭
広�

上
水
内
支
会

�

◎
神
社
庁
長
表
彰

　
　
　

山
家
神
社
宮
司　
　

押
森　

慎�

上
小
支
部

　
　
　

和
世
田
神
社
祢
宜　

矢
澤　

是�

長
野
支
部

　
　
　

雨
宮
坐
日
吉
神
社
年
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
信
光�

更
埴
支
会

神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭
斎
行

　

こ
の
た
び
諏
訪
社
の
祢
宜
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。

　

私
は
大
阪
国
学
院
の
通
信
教
育
部
に
て
神

職
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
実

務
経
験
が
乏
し
い
た
め
、
先
輩
神
職
の
方
々

の
御
指
導
を
得
ま
し
て
、
神
社
の
興
隆
及
び

地
域
の
皆
様
の
敬
神
思
想
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
す
よ
う
精
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
神
明
宮
祢
宜
を
拝
命
致
し
ま
し

た
。
神
明
宮
の
鎮
座
地
で
あ
る
安
曇
野
市
明

科
は
、
犀
川
の
清
き
流
れ
と
美
し
い
山
々
に

囲
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
長
年
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
神
社
を

同
じ
く
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
、
使
命
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

神
職
と
し
て
の
経
験
も
浅
く
若
輩
者
で
は

あ
り
ま
す
が
、
先
輩
神
職
の
皆
様
方
に
ご
指

導
・
ご
助
言
を
頂
き
な
が
ら
研
鑽
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
下
伊
那
郡
阿
南
町
小
松
神
社
の

祢
宜
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

神
道
の
家
で
育
ち
、
祖
父
・
父
が
神
職
で

あ
り
な
が
ら
、
神
職
の
詳
細
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
今
日
ま
で
過
ご
し
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

神
職
養
成
講
習
会
に
お
い
て
直
階
を
受

け
、
関
係
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
っ
て

神
社
に
奉
仕
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

感
謝
を
忘
れ
ず
真
摯
な
気
持
ち
で
、
一
つ

一
つ
の
所
作
等
に
心
が
け
て
お
務
め
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
神
職
の
横
顔

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

隠お

き岐
有ゆ

き

こ
紀
子�

三
十
六
歳

神
明
宮　
　

祢
宜

松
塩
筑
支
部

片か
た
ぎ
り桐

　
章あ
き
ひ
さ久	

六
十
歳

諏
訪
社　

祢
宜

飯
伊
支
部

宮み
や
じ
ま島

　
好よ
し
ふ
み文	

六
十
五
歳

小
松
神
社　

祢
宜

飯
伊
支
部
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令
和
二
年
七
月
〜

神　

社　

名

本
兼　

職
務

氏　

名

月　

日

支
部
名

名
誉
宮
司
称
号
授
与

熊
野
皇
大
神
社

水
澤　

光
男
八
・
二
十
一

北
佐
久

深
志
神
社

遠
藤　

久
芳

十
・
一

松
塩
筑

昇
級
・
神
職
身
分
二
級

近
津
神
社

祢
宜

武
者　

幸
彦

十
・
一

北
佐
久

熊
野
皇
大
神
社

宮
司

水
澤　

貴
文

十
・
一

北
佐
久

諏
訪
護
國
神
社

権
祢
宜

久
保
田
正
彦

十
・
一

諏
訪

諏
訪
大
社

権
祢
宜

渡
部　

長
治

十
・
一

諏
訪

雁
田
水
穂
神
社

宮
司

湯
本　

正
通

十
・
一

上
高
井

中
島
神
社

宮
司

大
杉　

明
彦

十
・
一

上
水
内

常
磐
神
社

宮
司

風
間　

邦
博

十
・
一

飯
水

柴
神
社

祢
宜

瀧
澤　

理
恵

十
・
一

長
野

任
命

八
幡
宮

兼　

宮
司
中
山
美
恵
子

七
・
一

北
佐
久

堀
川
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

山
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

諏
訪
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

塩
野
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

塩
野
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

宮
川
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

市
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

科
野
大
宮
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

四
箇
牧
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

伊
勢
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

眞
田
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

須
々
岐
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

葦
原
渕
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

弓
立
神
社

兼　

宮
司
今
井　

貴
美

七
・
一

上
小

正
八
幡
宮

兼　

祢
宜
隠
岐
有
紀
子
八
・
十
五
松
塩
筑

日
置
神
社

兼　

祢
宜
隠
岐
有
紀
子
八
・
十
五
松
塩
筑

五
社

兼　

祢
宜
隠
岐
有
紀
子
八
・
十
五
松
塩
筑

渚
大
神
社

兼　

宮
司
中
村　

敏
男
九
・
十
五
松
塩
筑

諏
訪
社

兼　

宮
司
中
村　

敏
男
九
．
十
五
松
塩
筑

諏
訪
社
上
社

兼　

宮
司
前
島　
　

正
九
・
二
十

諏
訪

水
神
社

兼　

宮
司
前
島　
　

正
九
・
二
十

諏
訪

水
神
社

兼　

宮
司
前
島　
　

正
九
・
二
十

諏
訪

水
神
社

兼　

宮
司
前
島　
　

正
九
・
二
十

諏
訪

蔦
稲
荷
神
社

兼　

宮
司
前
島　
　

正
九
・
二
十

諏
訪

昇
任

深
志
神
社

宮
司

牟
禮　
　

仁
八
・
十
六
松
塩
筑

野
々
宮
社

宮
司

中
村　

敏
男
九
・
十
五
松
塩
筑

深
志
神
社

祢
宜

小
林　

義
幸

十
・
一

松
塩
筑

本
務
替

和
泉
神
社
（
深
志
神
社
よ
り
）

宮
司

遠
藤　

久
芳
八
・
十
六
松
塩
筑

新
任

諏
訪
社

祢
宜

片
桐　

章
久
七
・
十
五

飯
伊

神
明
宮

祢
宜

隠
岐
有
紀
子
八
・
十
五
松
塩
筑

小
松
神
社

祢
宜

宮
島　

好
文

十
・
一

飯
伊

辞
職

八
幡
宮

兼　

宮
司
曽
根　

徳
隆
六
・
三
十
北
佐
久

諏
訪
社
上
社

兼　

宮
司
竹
埜　
　

正
九
・
十
九

諏
訪

水
神
社

兼　

宮
司
竹
埜　
　

正
九
・
十
九

諏
訪

水
神
社

兼　

宮
司
竹
埜　
　

正
九
・
十
九

諏
訪

水
神
社

兼　

宮
司
竹
埜　
　

正
九
・
十
九

諏
訪

退
職

八
王
子
神
社

権
祢
宜

横
澤
敬
太
郎
七
・
三
十
一

大
北

神
社
本
庁
統
理
感
謝
状　

三
百
万
円
以
上
寄
附

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地

氏　

名

大
北
支
部
仁
科
神
明
宮
大
町
市
松
井
秀
吾

長
野
県
神
社
庁
長
感
謝
状　

三
十
五
万
円
以
上
寄
附

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地

氏　

名

大
北
支
部

神
明
宮

白
馬
村
西
沢　

泰

大
北
支
部

神
明
宮

白
馬
村
姫
川
建
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長　

西
沢
信
男

大
北
支
部
仁
科
神
明
宮
大
町
市
北
陽
建
設
代
表
取
締
役　
　

原　

滋
俊

以
下
同
支
部
同
神
社

㈱
大
八
木
建
設　

代
表
取
締
役
社
長　

大
八
木
善
彦
／
平
林
正
興

／
山
岸
正
昭
／
矢
口
博
文
／
一
志
陽
子
／
遠
藤
徹
雄
／
横
澤
俊
幸

／
横
澤
宏
昭
／
藤
山　

泰
／
鈴
木
久
義
／
北
條
茂
男
／
宮
崎
栄
介

／
中
村
喜
一
郎
／
遠
藤
雅
行
／
一
志　

勉
／
清
水
邦
弘
／
遠
藤
幸

廣
／
太
田　

優
／
一
志
道
生
／
原　
　

繁
／
一
志
千
明
／
松
田
陽

二
／
百
瀬
宗
昭
／
矢
口
和
宏
／
太
田　

吏
／
太
田
一
彦
／
遠
藤
一

男
／
鷹
巣　

守
／
横
澤　

実
／
丸
山　

尊
／
昭
和
電
工
大
町
事
業

所　

所
長　

稲
田
達
也
／
飯
島　

修
／
渡
部
哲
治
／
横
川
和
生
／

飯
島
朗
夫
／
原　
　

毅
／
横
澤
英
二
／
横
澤
和
生
／
中
山
正
蔵
／

遠
藤
正
明
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ど
の
よ
う
な
建
物
で
も
老
朽
化
は
進
み
ま
す
。

由
緒
有
る
神
社
の
建
築
物
が
存
続
し
て
い
る
の
は
、

適
切
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
大

町
市
の
仁
科
神
明
宮
や
若
一
王
子
神
社
観
音
堂
（
県

宝
）
な
ど
、
歴
史
的
建
造
物
工
事
で
数
多
く
の
実

績
が
あ
る
（
株
）
大
八
木
建
設
で
、
現
場
を
担
当

さ
れ
た
一
級
建
築
施
工
管
理
技
士
の
成
沢
司
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
文
化
財
工
事
の
難
し
さ

　

損
傷
し
た
部
分
の
取
り
替
え
は
、
新
し
い
木
材

と
古
い
木
材
の
収
縮
率
が
違
う
の
で
、『
縮
み
し
ろ
』

を
見
込
み
修
正
し
ま
す
。
建
物
が
載
っ
て
い
る
礎

石
が
『
自
然
石
』
の
場
合
、
石
の
凹
凸
を
合
わ
せ

て
土
台
や
柱
を
削
る
『
ひ
か
り
つ
け
』
と
い
う
技

法
を
用
い
ま
す
。

　

基
礎
を
補
強
修
理
す
る
工
事
で
は
、
建
物
を
持

ち
上
げ
礎
石
を
外
す
の
で
、
土
台
や
柱
の
ひ
か
り

つ
け
に
合
わ
せ
、
一
度
外
し
た
礎
石
が
同
じ
場
所

に
戻
る
よ
う
、
高
さ
や
角
度
を
計
算
す
る
な
ど
様
々

な
知
識
と
経
験
が
必
要
で
す
。

○
技
術
の
伝
承

　

木
材
を
継
ぎ
合
わ
せ
る
加
工
に
は
継
手
（
つ
ぎ

て
）
や
仕
口
（
し
ぐ
ち
）
な
ど
、
昔
か
ら
の
技
法

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
場
数
を
踏
ま
な
い
と
覚
え

ら
れ
な
い
。
宮
大
工
の
み
な
ら
ず
左
官
な
ど
職
人

さ
ん
も
減
少
し
、
様
々
な
技
法
を
未
来
に
繋
げ
ら

れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
当
社

は
信
州
伝
統
的
建
造
物
保
存
技
術
研
究
会
で
情
報

を
共
有
し
、
技
術
を
持
つ
業
者
の
皆
様
と
連
携
し

工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
不
易
流
行

　

伝
統
を
守
る
中
で
も
、
災
害
対
策
や
現
代
に
相

応
し
い
設
備
の
導
入
も
必
要
で
す
。
技
術
も
日
進

月
歩
で
進
ん
で
い
ま
す
。
本
来
の
形
を
残
し
な
が

ら
も
、
新
し
い
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
建

物
を
末
永
く
使
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

○
神
社
を
守
る
た
め
に

　
「
建
立
か
ら
百
年
持
っ
た
建
造
物
」
は
「
百
年
持

た
せ
て
き
た
」
が
正
解
で
、
建
物
は
定
期
的
な
修
繕

が
必
要
で
す
。
特
に
木
造
建
築
は
雨
漏
り
が
大
敵

で
、
濡
れ
た
木
材
は
白
蟻
被
害
も
受
け
易
く
な
り

ま
す
。
小
さ
な
神
社
で
は
、
年
に
数
日
し
か
人
が

入
ら
な
い
拝
殿
な
ど
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
祭

禮
時
に
晴
天
だ
と
雨
漏
り
も
見
落
と
し
が
ち
で
す
。

破
損
し
た
部
分
も
初
期
段
階
で
修
理
で
き
れ
ば
安

価
で
済
み
ま
す
が
、
発
見
が
遅
く
な
れ
ば
費
用
も

大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に
点
検
し
て
く

だ
さ
い
。

若一王子神社観音堂　修復工事（H19）

伝
統
技
術
を
未
来
へ

大
町
市
・
株
式
会
社 

大
八
木
建
設

神　　　　　州 （132号）令和３年１月１日（15）



令和元年度長野県神社庁災害救助慰藉特別会計歳入歳出決算書

令和元年度長野県神社庁歳入歳出決算書
歳入の部� （単位：円）
款 科　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
1 幣 帛 幣 饌 料 739,000 740,000 △1,000 神社本庁より
2 交 付 金 98,518,000 98,548,000 △30,000 本庁交付金
3 負 担 金 33,515,000 34,170,000 △655,000 支部負担金、神社負担金、神職負担金、特別寄贈金
4 協 賛 金 6,160,000 6,000,000 160,000 特別協賛金、寄付金
5 財 産 収 入 500,000 500,000 0 財産利子配当金
6 補 助 金 120,000 120,000 0 神社本庁より参事給与補助金
7 各 種 証 明 料 4,847,000 2,920,000 1,927,000 神職任命・登録料、承認料、各種手数料・証明料、階位授与交付金
8 諸 収 入 3,337,497 2,500,000 837,497 賽物収入、雑収入
9 管 理 費 収 入 600,000 700,000 △100,000 庁舎管理費収入、関係団体管理費収入
10 過 年 度 収 入 308,000 200,000 108,000
11 繰 入 金 0 0 0
12 繰 越 金 16,562,213 14,602,000 1,960,213

合 計 165,206,710 161,000,000 4,206,710
歳出の部� （単位：円）
款 費　　目 決算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
1 神宮神徳宣揚費交付金 46,611,763 46,611,763 0 支部を通じて各神社へ
2 幣 帛 幣 饌 料 8,243,165 8,700,000 △456,835 別表及特別神社、本務・兼務神社、献幣使参向神社、幣饌料供進神社、献幣使・随員旅費等
3 会 議 費 4,316,394 5,400,000 △1,083,606 会議旅費、諸費
4 庁 務 費 40,231,194 43,268,000 △3,036,806 神事費、儀礼費、役員報酬、諸給与及び福利厚生費、需要費
5 負 担 金 25,277,688 25,277,688 0 神社本庁へ
6 事 業 費 10,790,593 16,900,000 △6,109,407 大麻関係費、教化部費、庁報発行費、神社振興対策費、職員研修費、東海五県連合会費等
7 研 修 諸 費 165,518 200,000 △34,482 神社庁研修諸費
8 庁 舎 維 持 費 573,538 660,000 △86,462 修繕費、設備費、火災保険費
9 交 付 金 3,100,000 3,400,000 △300,000 神職会、総代会、災害慰藉特別会計各交付金
10 積 立 金 3,500,000 3,500,000 0 基本金積立金、役職員退職積立金、五県連合総会積立金、神道昂揚資金積立金等
11 補 助 金 50,000 50,000 0 時局対策費
12 新庁舎建設調査費 905,690 1,600,000 △694,310 新庁舎建設特別委員会会議費・調査諸費等
13 予 備 費 0 5,432,549 △5,432,549

合 計 143,765,543 161,000,000 △17,234,457

歳入の部� （単位：円）
科　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明

１ 負 担 金 3,330,000 3,315,000 15,000 支部負担金、神職掛金
２ 災害救助慰藉特別会計交付金 700,000 700,000 0 交付金
３ 本 庁 見 舞 金 590,000 150,000 440,000 本庁見舞金21件分
４ 雑 収 入 58 1,000 △942 利息
５ 繰 越 金 5,401,222 5,834,000 △432,778 繰越金

合 計 10,021,280 10,000,000 21,280
歳出の部� （単位：円）

費　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
１ 災 害 慰 藉 費 2,947,660 3,685,000 △737,340 神社災害慰藉費、神社総代慰藉費、神職災害慰藉費
２ 神 職 掛 金 2,130,000 2,115,000 15,000 神職掛金積立金、神職掛金支払金
３ 本庁災害慰藉費 294,450 300,000 △5,550 災害対策資金
４ 運 営 費 7,815 60,000 △52,185 事務費、旅費、雑費
５ 予 備 費 269,935 3,840,000 △3,570,065 神道青年会災害復興支援金

合 計 5,649,860 10,000,000 △4,350,140
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伊勢神宮では、日々厳粛な祭典が行われ、
「国安かれ民安かれ」と祈りが捧げられています。
この尊い伊勢神宮のお力をいただくために
毎年各地の神社を通じて頒布されるのが
神宮大麻です。
そして、皆様のお住まいの地域をお守りくださるのが
氏神さまで、神宮大麻と氏神神社の御神札の両方を
おまつりいただくことが家庭祭祀の基本です。

新型コロナウイルス感染症の流行により、
世界は瞬く間に一変しました。
家庭祭祀の習慣がない御家庭も増えていますが、
それぞれが将来に不安を抱える今だからこそ、
神宮大麻をできるだけ多くの方々にお受けいただき、
心のよりどころとしておまつりいただくことが大切です。

頒布に携わる皆様には感染症対策を徹底の上、
頒布活動への一層の御協力をお願いします。

伊
勢
神
宮
の
御
神
札（
神
宮
大
麻
）

氏
神
神
社
の
御
神
札

今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
々
に
お
頒
ち
し
ま
しょう
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